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In japanischen Kinderliedern gibt es viele Onomatopöien. Im Gegensatz findet man nur wenige in Kunstliedern oder 
Operntexten, sogenannt Lieder für Erwachsene. Welche Funktion haben Onomatopöien in Kinderliedern? Darüber hinaus 
welche Onomatopöien gibt es in diesem Zusammenhang?  Zuerst habe ich alle Onomatopöien auf “Kodomo-no-Uta 200” (eine 
Sammlung von japanischer Kinderliedern) aussondiert, und diese dann in 4 Kategorien aufgeteilt. Weiter habe ich vom Standpunkt 
des Gebrauchs der Onomatopöie zwei Lieder analysiert, folglich eine Möglichkeit gefunden, wie die Onomatopöie in Kinderliedern 

























































































































































































































































































































































































































































視覚 聴覚 触覚 動作 気分・心情 総数
オノマトペ数 42 90 7 91 0 230
割合（％） 18.3 39.1 3.0 39.6 0.0 100.0
オノマトペの きらきら がったん ぷるぷるりん ぐるぐる
（なし）具体例 ちょろちょろ ポンポロピン ぽかぽか てくてく
すいすい ぐーぐー ぽっくりこ もぐもぐ
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こちらもテキストは七五調。基本形は1節当たり6行
で、最終行（第6行）の「バナナン　バナナン　バナナ」
は第5節まで共通して引き継がれている。最終節（第6
節）ではこの行が「たべちゃった　たべちゃった」へと
変化し、且つオチとしてもう一度リフレインされる12）。
4行目のオノマトペ「ツルン」は全節に共通し、この詩
の主役であるバナナが質感を持って存在感を示している。
またこの詩にはバナナ以外にも、こども、ことり、ワニ、
おひさま、せんちょうさんと、実に多彩なキャラクター
が登場するが、これは保育の現場に豊かなあそびを提供
するものと想像される。その他バナナは黄色、そらは青、
やしは緑、しぶきは白、すなはまは黄土色、おひさまは
金色、おふねは（おそらく）白、また語としては存在し
ないものの文脈から当然想定されるうみは青、というよ
うに、様々なモチーフが南国のカラフルな情景を演出し、
詩の世界全体に空間的な広がりを与えている。オノマト
ペの用法として特に注目したいのは最終節である。ここ
には「視覚（ポカン）」「聴覚（グーグー、スポン）」「動作
（モグモグ）」と、この詩にある全ての種類のオノマトペ
が含まれており、これらはストーリーのクライマックス
に花を添えている。特に4−5行目のオノマトペ「ポカ
ン」と「スポン」は、その響きによって、4−5行目の対
句のコントラストを一層鮮やかなものにしている。
続いて音楽に目を向けてみよう。この曲の前奏は、歌
の終わりのフレーズ「バナナン～」（15小節）の先取りで
ある。ゆえにピアノを演奏する際には前奏部からこの歌
のフレーズをイメージし、語るように弾き出すことを意
識されたい。この楽曲中最も印象的なのは11-12小節、全
節に共通するオノマトペ「ツルン」のある箇所である。
ピアノはそれまでのリズミカルな伴奏型とは対照的に、
ここでは和音を引き延ばすだけで、動きをあえて静止し
ている。和声的には11小節は主調（C-Dur）の五度五度
の七の和音、12小節は属七の和音で、いずれも主和音か
ら離れたドミナントの和音である。これはバナナの居場
所の不安定さや不意の動作（「とんでった」「とびこんだ」
等）を演出しているものと解釈できる。また「ツルン」
のリズムは間に8分休符を伴ったシンコペーションにな
っているが、シンコペーションのリズムはこの楽曲中こ
の箇所にしか用いられていない。音程に関しては前後に
比して「ツルン」の5度跳躍が際立っており、拍節的に
は3拍目（中強拍）とやや強勢を欠いた位置に置かれて
いる。これらの音楽的な工夫には、おどけた感じやつま
ずくような動きの演出を読み取ることができるだろう。
前奏に引用されている15-16小節の「バナナン～」のフ
レーズは1-5番まで共通し、曲尾に安定感と大きなリズ
ムの枠組みを与えている。この箇所は第6節ではテキス
トの変化を受けてコーダに移行され、楽曲全体の締め括
りを形成する。15小節ではピアノの音程は10度（1オク
ターヴ＋3度）の平行で動いているのに対し、最終節で
その箇所に相当する17小節では歌とピアノの両手がユニ
ゾンとなり、全てが同じ音を奏でている。この箇所はせ
んちょうさんがバナナを「モグモグ」食べてしまう場面
であるが、音楽はここでは無駄な彩りを排し、オノマト
ペによって描写された動作をシンプルにくっきりと縁取
っている。
4.3. 楽曲分析の結果と総括
双方の楽曲分析から読み取れることは、まず、それぞ
れの作品の中心となるオノマトペが楽曲の核として音楽
の中に設定されている、ということである。《とけいのう
た》では「コチコチカッチン」の箇所が共通のリズム型
によって印象付けられ、《とんでったバナナ》では「ツル
ン」の箇所に多くの音楽的工夫が施され、そのドラマ性
が引き立てられている。
テキストはオノマトペの力を借りつつ単独でも十分に
生き生きと場面を描写しているが、それが音楽の手によ
ってすくい上げられると、特にピアノの表現力・描写力
によって、場面には一層奥行きのある情景がもたらされ
ているように思われる。前奏に時計の音の模倣を取り入
れることができたり、テキストが描く場面の後景をリズ
ムや響きの変化によって彩ることができるのは、ピアノ、
ひいては音楽の持つフレキシブルな表現力と親和力の賜
物である。
このように「うた」の中のオノマトペを眺めてみると、
ちょうどそれは言葉の具象性と音楽の抽象性の中庸にあ
るように思われる。オノマトペは「うた」の中で、時に
周囲の言葉以上にリアルに場面を描写しつつ、音による
表現にも見事なじみ、溶け込んでいる。
5.  結
身体性を伴って多角的に知覚（五感）に訴える力を持
ち、一つの場面や状況から、他の言葉では捉えきれない
程多くの情報を取り込み、それをまたありありと再現し
て伝えることのできるオノマトペ。まだ多くの言葉を持
たないこどもたちは、代わりに大きなイマジネーション
を持ってこのオノマトペの世界を体感している。
近藤・渡辺はこどもの遊びの発展におけるオノマトペ
の役割について指摘しているが、換言すればこどもたち
はオノマトペというアイテムを手に、日々自由闊達に遊
びの、また学びのフィールドを開拓していると言えるだ
ろう。“子ども達にとって、歌を歌うことはすべて「あそ
び」なのです13）”とは、本学（こども教育宝仙大学、旧・
宝仙学園短期大学）名誉教授・小林美実先生の言葉であ
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るが、詰まるところ、こどものうたにおけるオノマトペ
も、歌の中の「あそび」の要素をより生き生きと引き出
していくところに最も重要な役割があるように思われる。
保育者はオノマトペによって引き出された「あそび」
をうたの中にしっかりと読み取って、それをこども教育
の現場で還元していけるように努めなければならない。
また同様に、うたを通して保育者養成に携わる者は、保
育者を目指す学生たちがこれらの読解力・読譜力を身に
付けられるよう、その指導法を工夫・研究していくべき
であると考える。
今後はこどものうたにおける「あそび」とオノマトペ
の関係を、さらに楽曲分析を進めながら考察していきた
い。
《注》
1）『日本語オノマトペ辞典』、p.7
 2）『暮らしの言葉　擬音語・擬態語辞典』（2003、講談社）、
p.004
 3）『日本語オノマトペ辞典』、p.12。オノマトペの更なる分
類やその歴史的変遷については別途付録に記述がある。
4）仲本はオノマトペの類像性（形式と意味の同型的対応）
を、オノマトペの持つ共感覚現象（知覚（五感）の他の
感覚への拡張性）と構文効果（ここでは、オノマトペに
おける構文的要素が異形態を生み出すということ）によ
って分析している。仲本（2009）、pp.4-8
 5）仲本、前掲書、p.8
 6）仲本、前掲書、p.10
 7）近藤・渡辺（2008）、p.257
 8）前掲書、p.259
 9）かけごえ（「せっせっせ」等）や歌声の「ラララ」等は除
外した。ただし文脈からオノマトペとして読み取れるも
のは収録している（176番の「ランランラン」等）。また
反復のあるものは楽曲のリズムを尊重しつつ、必要最低
限の基本形のみを抜粋して掲載した。同一曲内で重複す
るものについては、1つのオノマトペとしてカウントした。
10）小数点以下は四捨五入。以下同。
11）例えば手洗いの「きゅきゅ」は動作に、バイオリンの音
としての「キュキュ」は聴覚に分類した。
12）一般的に考えればこのリフレインは作詞者ではなく作曲
者によって追加された可能性が高いが、その真偽は定か
でない。歌詞のみが掲載されているページ（『こどものう
た200』、p.208）でも、最終節のリフレインは詩の一部に
含まれている。
13）『こどものうた200』、前文（「はじめに」）。
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